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第１５回青少年のための科学の祭典・日立大会  

日立理科クラブ・４ブースの出展 
１１月２９日（日）、日立シビックセンターマーブルホールを主会場にし

て、科学の祭典・日立大会が開催され、過去最高の５，８１２人の来場者

で大いに盛り上がりました。日立理科クラブでは、４ブースの出展を通し

て、科学の不思議さやものづくりの楽しさを体験できるよう企画し、実践

しました。日立理科クラブの出展内容を中心に科学の祭典を紹介します。 

【日立理科クラブの出展タイトル】 

☆ ふしぎなコップモーターをつくろう! 

☆ 夕焼けはなぜ起きるのだろう? 

☆ 自分の声や楽器の音の形を見てみよう 

☆ ソーラーカーの試乗とロケット車の発射体験 

出展タイトルにある内容は、実際に市内の

小中学校で、支援授業の学習内容の一部とし

て実施しています。今年の出展は５１ブース

で、どのブースも超満員の盛況で、この科学

の祭典が、市内の小中学生に浸透してきてい

て、楽しみにしている子どもたちが大勢いる

ことを改めて実感しました。うれしい悲鳴で

す。「ふしぎなコップモーター」の担当者は、

「今までにない子どもたちの来場で、用意し

た材料が飛ぶようになくなっていきました。」

と、うれしい感想を述べていました。 

今回、初の試みとして「ソーラーカーの試乗」を新都市広場

で行いました。３００人以上の子どもたちが試乗し、乗るため

に並んでいる列が途切れないほど人気があり、小さな子どもは

お父さんやお母さんと一緒に運転するなど、ほほえましい光景

が見られました。このブースでは、理数アカデミーの受講生や

駒王中、豊浦中の生徒がアシスタントになって、小さな子ども

たちに車の動かし方、運転の仕方などを分かりやすく説明する

など、次の世代を担う子どもたちの活躍の場にもなっています。 

また、１５回の節目の大会として、特別事業「サイエンスセ

ミナー」を実施しました。参加者の中には、理数アカデミーの

受講生もいて、茨城大学名誉教授・田切美智雄先生の「日立カ

ンブリア紀層から化石発見」と、茨城大学理学部教授・藤縄明彦

先生の「火山噴火の成り立ち～キッチン火山学の仕組みを通して

～」の活動に熱心に取り組んでいました。 

今回の出展ブースでは、高校生や大学生に混じって、日立一高

附属中や坂本中、豊浦中の生徒たちが大勢アシスタントとして参

加し、大会を盛り上げてくれました。若い目線で、大会の一員と

して活躍している姿は、とても頼もしく、生徒たちにとっても貴

重な体験になったことと思います。助川中は授業として全生徒が

参加しました。 
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